
鳥越管内維持工事における安全対策及び創意工夫について 

 

                                 
 

１．はじめに 

本工事は、鳥越出張所管内の最上郡戸沢村古口～舟形町堀内地内において、堤防の除草，集草及 

び養生，芝張替，袋型根固めブロック製作・据付，転落防止柵設置，内水排除等作業，災害時緊

急作業、雑作業など、平成 24 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日まで最上川の河川区域内で維

持工事を施工するものです。     

  本文では、当工事において実施した除草作業における安全対策及び創意工夫について報告します。 
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２．安全対策について 

 １) 肩掛式除草作業時の飛散防止対策について 

第三者及び近隣住民に対する安全対策として、堤防を一般車両や散歩する人が通るので、除草作

業中であることをドライバ－・歩行者へ注意喚起する必要がありました。 

そこで、堤防の天端に｢除草作業中のぼり旗｣及び｢除草作業中｣の文字を表示した｢カラ－コ－ン｣

を設置しました。 

堤防の天端及び路肩除草中に、飛散した石等が車や人に当たらないような対策として、路肩

1m 程度は従来の円径カッターに替えて｢安全回転バリカン（低速上下逆回転ハサミ式草刈りア

タッチメント）｣を装着して除草を行い、石等の飛散防止に努めました。 

また、堤防の天端及び路肩を除草している時は、一般車両や散歩する人が通る前に、作業員が認

識できるよう、誘導員を配置し、拡声器で合図をしました。 

 

天端及び路肩除草中の飛散防止対策 

 

      
 

｢安全回転バリカン｣の装着状況 
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2) 堤防を傷めない作業方法について 

堤防を健全な状態で維持・管理していくため、堤防損傷を起こしてしまう行為や草刈機（遠隔操縦

式・大型自走式）で除草中、支障物に急に遭遇した場合、草刈機（遠隔操縦式・大型自走式）の急

な旋回や何度も前進・後進を行い堤防を傷めるので、事前に障害物の位置に｢しの竹を色付き測量

テ－プ｣で表示し、撤去できる障害物は撤去を行い、堤防損傷を起こしてしまう行為や急な旋回等

の防止に努めました。 
また、肩掛式除草作業時に、草刈機の刈刃固定金具や刈刃が堤防の法面・舗装・水路等に接触した

場合、堤防を傷めるので通常の小型固定金具を「ド－ム型の大型固定金具」に替えて防止しました。 

 

 ｢しの竹を色付き測量テ－プ｣での表示    「ド－ム型の大型固定金具」の装着状況 

 

  
 

3) 草刈機（遠隔操縦式・大型自走式）の火災防止対策について 

 草刈機（遠隔操縦式・大型自走式）のエンジンやマフラーに草木が何重にも重なって、付着して火災

が発生しないように付着した草木は日々、背負式散風機で除去しました。 

 

背負式散風機を使用しての散風状況 

遠 隔 操 縦 式                             大 型 自 走 式 
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３．創意工夫について 

1) 油漏れによる水質汚濁防止 

           当該箇所は河川に隣接しているので、日常点検と河川・水路付近での給油・オイル交換の禁止を

徹底し、緊急用油液処理セットを作業箇所や工事用車両等に搭載し、油漏れによる水質汚濁防止

に努めました。 
 
                      平地での給油状況 

                

 

2)熱中症対策 

堤防の芝養生において、1 回目の雑草抜取り時期は夏季期間に行いますので、気温が高く、炎天

下になる日も多くなります。そして暑さにより、判断、行動が鈍ったりします。 

そこで、作業員にはヘルメットに着用できる日よけを渡し、冷却スプレ－で温度を下げ、作

業箇所付近には、休憩用テント及び塩分，麦茶やク－ラ－ボックスを準備し、補給を行い、

夏季期間は熱中症になりませんでした。 

 

冷却スプレ－の使用               休憩用テント 

    
 

４．おわりに 

  これからは気象条件も悪くなり事故の起きる確率も高くなりますが、社内スロ－ガンの

『つみ取ろう職場にひそむ危険の芽』の言葉を忘れずに、そして会社一丸となり安全作

業に努めていきたいです。 
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